
 

 
 

 

「
大
子
開
拓
」 
― 

満
洲
か
ら
行
方
へ
（
一
） 

  

今
年
で
戦
後
八
十
年
。
戦
争
体
験
者
の
記
憶
を
直
接
聴
く
こ
と
の
で
き
る

機
会
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
大
子
町
の
満
洲
分
村
移
民
も
、
戦
争
に

関
わ
る
重
要
な
記
憶
の
一
つ
で
あ
り
、
平
成
十
三
年
に
は
、
遊
史
の
会
（
当

時
）
の
吉
成
英
文
氏
ら
が
、
北
浦
町
（
現
行
方
市
）
の
次
木
（
な
み
き
）
、
両
宿
、

小
貫
地
区
を
訪
問
し
、
引
揚
者
か
ら
聴
き
取
り
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
経
過

が
、
本
誌
第
十
九
号
の
「
春
の
北
浦
町
訪
問
記
」
で
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
中
で
吉
成
氏
は
、「
生
き
る
た
め
の
究
極
の
苦
労
は
武
田
村
（
旧
北
浦
町
、

現
行
方
市
）
に
開
拓
の
た
め
入
植
し
て
か
ら
だ
っ
た
。
」
と
の
話
を
引
揚
者
か

ら
聴
き
、
「
私
に
と
っ
て
最
も
シ
ョ
ッ
ク
な
言
葉
で
あ
っ
た
。
」
と
記
し
て
い

る
。
で
は
、
戦
後
開
拓
に
入
植
し
た
引
揚
者
の
「
究
極
の
苦
労
」
と
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
入
植
当
時
の
資
料
は
多
く
な
い
が
、

資
料
を
紹
介
し
な
が
ら
、
当
時
の
状
況
を
再
構
成
し
て
み
た
い
。 

 

ま
ず
、
当
事
者
の
証
言
と
し
て
、
佐
藤
充
の
昭
和
五
十
五
年
頃
の
回
想
が

あ
る
（
『
茨
城
県
の
農
業
会
回
顧
録
』
）
。
佐
藤
は
「
満
洲
時
代
か
ら
世
話
人
の
よ

う
な
役
目
」
を
し
て
い
た
。
開
拓
団
の
農
事
指
導
員
で
あ
っ
た
斉
藤
良
治
『
開

拓
の
記
録
』
に
よ
る
と
、
佐
藤
は
、
「
団
庶
務
係
、
三
十
五
歳
（
昭
和
二
十
年

当
時
か
。
筆
者
註
）
、
本
籍
地
・
栃
木
県
那
須
郡
須
賀
川
村
、
召
集
・
帰
国
」

と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
佐
藤
は
、
後
年
、
入
植
者
の
全
県
的
組
織
で
あ
る
、

茨
城
県
開
拓
民
自
興
会
や
茨
城
県
開
拓
農
業
協
同
組
合
連
合
会
の
設
立
発
起

人
に
も
な
っ
て
い
る
（
『
茨
城
県
開
拓
十
年
史
』
）
。 

 

回
想
は
、「
私
は
現
在
の
大
子
町
か
ら
大
子
義
合
と
い
う
満
洲
へ
の
分
村
者

で
す
。
」
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
「
大
子
義
合
」
と
は
、
大
子
義
合
開
拓
農
業

協
同
組
合
の
こ
と
で
、
同
組
合
は
、
武
蔵
野
原
大
子
と
義
合
の
二
つ
の
開
拓

帰
農
組
合
が
統
合
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
『
茨
城
県
史
料 

農
地
改
革
編
』
）
。
開

拓
帰
農
組
合
と
は
、
入
植
者
の
申
合
せ
に
よ
る
任
意
組
合
で
あ
る
。
大
子
町

の
引
揚
者
が
組
織
し
た
の
は
前
者
で
、
後
者
は
、
大
子
町
と
同
じ
第
九
次
開

拓
団
で
、
竜
江
省
甘
南
県
に
入
植
し
た
義
合
開
拓
団
の
引
揚
者
が
組
織
し
た

も
の
で
あ
る
。
な
お
、
義
合
開
拓
団
は
分
村
で
は
な
く
、
県
内
外
か
ら
の
入

植
で
あ
る
。
二
つ
の
組
合
は
、
農
業
協
同
組
合
法
の
施
行
（
昭
和
二
十
二
年
）

を
受
け
、
昭
和
二
十
四
年
ま
で
に
統
合
、
法
人
化
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

（
昭
和
二
十
四
年
度
『
開
拓
地
組
合
別
営
農
状
況
』
）
。 

 

佐
藤
は
、
現
地
召
集
後
、
台
湾
で
終
戦
を
迎
え
、
開
拓
団
よ
り
も
早
く
帰

還
し
て
い
た
。
開
拓
団
が
、
昭
和
二
十
一
年
八
月
に
帰
還
し
た
の
で
、「
こ
れ

か
ら
ど
う
す
る
か
と
相
談
の
結
果
、
一
応
生
ま
れ
故
郷
の
大
子
に
帰
り
ま
し

た
が
、
あ
の
当
時
の
こ
と
で
す
か
ら
食
糧
不
足
で
一
ヵ
月
も
も
ち
ま
せ
ん
で

し
た
」
。
帰
還
し
た
開
拓
団
は
九
十
七
人
（
『
満
洲
開
拓
史
』
）
、
こ
の
う
ち
、
戦

後
開
拓
に
入
植
し
た
の
は
、
佐
藤
に
よ
る
と
十
七
家
族
、
四
十
五
人
で
あ
っ

た
と
い
う
。
大
子
義
合
に
統
合
後
の
構
成
員
（
昭
和
二
十
六
年
）
を
見
る
と
、

二
十
七
世
帯
、
百
四
人
。
性
別
は
、
男
性
四
十
七
人
、
女
性
五
十
七
人
。
年

齢
別
で
は
、
十
九
歳
以
下
が
五
十
人
、
こ
の
う
ち
十
四
歳
以
下
が
四
十
一
人

を
占
め
て
い
た
（
『
開
拓
地
営
農
実
績
調
査
集
計
』
）
。
食
糧
難
や
経
済
の
混
乱
の

中
、
年
少
者
が
多
い
家
族
を
養
い
な
が
ら
の
戦
後
開
拓
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。 

 
大
子
町
満
洲
分
村
移
民
に
つ
い
て
は
、
本
誌
に
お
い
て
、
吉
成
氏
の
ほ
か
、

小
澤
圀
彦
氏
（
第
四
、
三
十
一
号
）
、
斎
藤
典
生
氏
（
第
四
十
九
、
五
十
、
五
十

二
、
五
十
三
、
五
十
五
、
五
十
六
、
五
十
七
、
五
十
九
号
）
、
清
水
延
子
氏
（
第
五

十
号
）
が
紹
介
し
て
い
る
。
本
稿
は
そ
の
続
編
で
あ
る
。
（
続
） 

追
記 

四
月
か
ら
研
究
員
を
拝
命
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

（
小
松
崎
研
） 
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『
ほ
な
い
歴
史
通
信
』
は
こ
う
し
て
始
ま
っ
た 

―
創
刊
号
か
ら
関
わ
っ
た
一
編
集
人
の
回
想
― 

齋
藤
典
生 

  

新
年
度
に
入
り
、
手
帳
の
四
月
欄
を
見
る
。「
大
子
作
業
日
」
の
五
文
字
が

ど
こ
に
も
な
い
。
五
月
を
見
て
も
同
じ
。
そ
う
だ
、
大
子
町
歴
史
資
料
調
査

研
究
員
は
三
月
末
を
も
っ
て
退
任
し
た
ん
だ
、
大
子
町
へ
行
く
必
要
は
な
い

ん
だ
、
と
改
め
て
思
う
。
昭
和
五
六
年
（
一
九
八
一
）
五
月
か
ら
大
子
町
史
編

さ
ん
専
門
委
員
と
し
て
関
わ
り
始
め
て
以
来
の
四
三
年
間
、
大
子
町
は
歴
史

調
査
研
究
の
仕
事
場
で
あ
り
、
多
く
の
方
と
の
交
流
の
場
で
あ
り
、
ま
た
諸

所
を
見
聞
し
、
食
を
味
わ
う
楽
し
み
の
場
で
も
あ
っ
た
。
少
な
く
も
月
一
回

は
大
子
へ
行
く
こ
と
が
習
慣
化
し
て
い
た
た
め
、
そ
れ
が
な
く
な
っ
た
今
、

い
さ
さ
か
の
喪
失
感
と
と
も
に
寂
寥
感
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。 

 

そ
の
私
に
と
っ
て
、
何
よ
り
思
い
出
深
い
仕
事
の
一
つ
が
『
ほ
な
い
歴
史

通
信
』
を
創
刊
し
た
こ
と
で
あ
り
、
編
集
、
執
筆
に
携
わ
っ
て
き
た
こ
と
で

あ
る
。
創
刊
か
ら
丸
二
八
年
が
た
ち
、
今
号
は
一
一
五
号
目
と
な
る
。
多
く

の
執
筆
者
、
読
者
、
そ
し
て
町
当
局
か
ら
の
強
力
な
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
の
結
果
だ
が
、
正
直
、
よ
く
続
い
た
も
の
だ
と
思
う
。
そ
れ
だ
け
に
、
創

刊
時
の
あ
れ
こ
れ
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
そ
の
一
端
を
記
し
て
み
よ
う
。 

多
く
の
資
料
集
や
通
史
編
二
冊
を
刊
行
し
て
町
史
編
さ
ん
事
業
が
完
了

し
た
の
は
、
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
八
月
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
す
べ
て

が
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
執
筆
に
利
用
し
た
膨
大
な
数
の
資
料
を
整
理

す
る
仕
事
が
残
っ
た
。
町
役
場
所
蔵
の
文
書
、
さ
ら
に
個
人
所
蔵
の
借
用
文

書
、
区
有
文
書
、
コ
ピ
ー
資
料
等
を
一
点
一
点
点
検
し
、
既
成
の
目
録
と
照

合
し
、
目
録
の
な
い
も
の
は
新
た
に
目
録
を
作
成
す
る
地
味
だ
が
、
大
事
な

作
業
。
こ
れ
に
は
小
澤
圀
彦
さ
ん
、
石
井
喜
志
夫
さ
ん
、
野
内
正
美
さ
ん
、

私
齋
藤
、
事
務
局
と
し
て
井
上
和
司
さ
ん
の
五
名
が
当
た
っ
た
。
約
四
年
間

に
わ
た
り
、
ほ
ぼ
毎
月
一
回
、
根
気
の
い
る
こ
の
作
業
を
続
け
た
。 

 

資
料
整
理
に
目
処
が
付
き
か
け
た
平
成
八
年
八
月
、
私
は
、「
今
後
の
作
業

課
題
」
を
ま
と
め
、
会
議
で
提
案
し
た
。
課
題
の
一
つ
に
、「
歴
史
を
テ
ー
マ

に
し
た
ミ
ニ
コ
ミ
紙
・
情
報
紙
の
発
行
」
を
あ
げ
た
。
資
料
整
理
の
仕
事
を

進
め
る
な
か
で
、
貴
重
な
資
料
の
散
逸
を
ど
う
し
た
ら
防
げ
る
か
、
歴
史
資

料
に
対
す
る
町
民
の
皆
さ
ん
の
認
識
を
い
か
に
深
め
て
も
ら
う
か
、
さ
ら
に

そ
の
歴
史
資
料
を
活
か
し
た
個
性
あ
る
町
づ
く
り
へ
つ
な
ぐ
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
だ
ろ
う
か
、
こ
う
し
た
問
題
意
識
を
も
つ
に
至
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
が
「
ミ
ニ
コ
ミ
紙
・
情
報
紙
発
行
」
を
提
案
す
る
動
機
で
も
あ
っ
た
。 

会
議
で
は
、
小
澤
さ
ん
を
は
じ
め
他
の
メ
ン
バ
ー
が
私
の
意
図
を
理
解
し
、

積
極
的
に
賛
同
し
て
く
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。 

直
ち
に
冊
子
づ
く
り
の
具
体
的
な
検
討
に
入
っ
た
。
次
第
に
イ
メ
ー
ジ
が

固
ま
っ
て
い
く
。
冊
子
名
は
、
一
六
世
紀
頃
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
大
子
地
方

の
古
い
呼
び
名
「
保
内
」
を
平
仮
名
で
表
わ
し
た
『
ほ
な
い
歴
史
通
信
』
に
、

題
字
の
揮
毫
は
、
書
家
で
あ
り
当
時
は
社
会
教
育
課
長
で
あ
っ
た
大
森
政
夫

（
藤
軒
）
さ
ん
に
依
頼
、
発
行
は
年
四
回
の
季
刊
と
し
、
用
紙
の
色
を
季
節
に

合
わ
せ
て
変
え
る
、
体
裁
は
Ｂ
４
判
一
枚
の
裏
表
四
頁
立
て
、
等
々
。
当
時

ワ
ー
プ
ロ
が
普
及
し
て
い
た
の
で
、
各
人
が
ワ
ー
プ
ロ
で
仕
上
げ
た
原
稿
を

持
ち
寄
り
、
頁
を
整
え
、
奥
付
に
は
前
記
五
名
の
名
前
を
記
し
た
。
こ
う
し

て
原
版
を
作
り
、
中
央
公
民
館
の
印
刷
機
で
印
刷
し
、
分
担
し
て
半
分
に
折

っ
た
。
提
案
か
ら
四
カ
月
後
の
一
二
月
一
日
付
で
、
手
づ
く
り
感
あ
ふ
れ
る

創
刊
号
が
で
き
あ
が
っ
た
。「
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
さ
さ
や
か
な
こ
の
通
信
が

こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
け
ま
す
よ
う
、
皆
様
か
ら
の
御
助
言
を
心

か
ら
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
」
、
と
記
し
た
同
月
三
日
付
の
挨
拶
状
を
添
え
て

関
係
者
に
配
布
し
た
。
わ
ず
か
四
頁
と
い
う
小
さ
な
冊
子
の
誕
生
で
あ
る
。 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
形
で
始
ま
っ
た
本
誌
だ
が
、
第
六
三
号
（
平
成
二
四
年

六
月
）
を
機
に
、
発
行
者
は
大
子
町
教
育
委
員
会
へ
、
判
型
は
Ａ
４
判
八
頁
立

て
へ
、
配
布
は
町
内
全
世
帯
へ
回
覧
す
る
と
い
う
仕
組
み
へ
変
わ
っ
た
。
今

後
も
充
実
度
を
高
め
な
が
ら
ど
の
よ
う
に
変
化
、
成
長
し
て
い
く
か
、
楽
し

み
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
歩
み
を
見
守
り
た
い
。 

 
 

（
水
戸
市
在
住
） 

大
子
に
お
け
る
内
田
熊
蔵
の
足
跡
（
そ
の
三
） 内

田
正
人 

  

熊
蔵
が
「
久
慈
郡
大
子
尋
常
高
等
小
学
校
」
に
赴
任
し
た
後
、
小
学
校
の

罫
紙
を
用
い
「
大
子
町
郷
土
誌
」
を
書
い
て
い
る
。
彼
は
、
郷
土
史
と
書
い

た
題
名
を
郷
土
誌
と
書
き
替
え
て
い
た
。
始
め
に
地
図
が
三
枚
描
か
れ
て
お

り
、
一
枚
目
は
「
京
都
将
軍
李
世
之
図
」
、
二
枚
目
が
「
保
内
郷
略
図
」
、
三

枚
目
が
、
「
大
子
町
の
中
心
部
の
図
」
で
あ
る
。 

そ
の
目
次
に
は
、
第
一 

位
置
及
境
域
、
第
二 

面
積
・
人
口
、
第
三 

起
源
、

第
四 

沿
革
、
第
五 

神
社
、
第
六 

寺
院
、
第
七 

名
勝
𦾔𦾔
蹟
、
第
八 

大
子
金

山
、
第
九 

久
慈
川
橋
、
第
十 

官
衙
學
校
、
第
十
一 

人
物
傳
、
第
十
二 

物

産
及

土
地
段
別
税
金
額
の
十
二
項
目
が
記
さ
れ
、
末
尾
に
は
、「
明
治
四
十
一

年
五
月
調
」
と
あ
り
、
熊
蔵
赴
任
の
二
年
後
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
彼
が

大
子
町
に
つ
い
て
大
変
興
味
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
内
容
で
あ
る
。 

【
保
内
郷
略
図
】 

             

 

「
第
四 

沿
革
」
に
は
、「･

･
･

本
区
（
大
子
区
※
筆
者
註
）
ハ
保
内
郷
ノ
中
央
ニ
位

置
シ
、
各
地
ヘ
交
通
ノ

衝
ニ
當
ル
ヲ

以
テ
、
古
来
物
産
ノ
集
散
場
ト
シ
テ
本
縣
北
部
ノ
一

都
邑
タ
リ

、
且
ツ
勧
業
ニ

教
育
ニ

兵
事
ニ
地
方
集
會
ヲ
開
ク
ヤ

必
ズ

本
區
ニ

於
テ
ス

、
加

フ
ル
ニ
近
年
保
内
各
村
ノ

生
産
力
益
々
増
加
ス
ル
ヲ

以
テ
、
商
況
日
ヲ
追
ツ
テ

盛
大
ニ

赴

キ
區
有
ノ

財
産
亦
年
ト
共
ニ
増
殖
ス
、

嗚
呼
本
區
ノ

前
途
愈
多
望
ナ
ル
哉
」
と
あ
る
。 

ま
た
、
大
子
尋
常
高
等
小
学
校
の
所
在
地
に
あ
っ
た
「
大
子
文
武
舘
趾
」

に
つ
い
て
、
「
字
後
ロ
山
ニ

在
リ

享
和
二
年
（
或
ハ
文
化
ノ
始
メ
ニ
作
ル
）

水
藩
郡
宰
ノ

舘

ヲ

置
キ
シ

所
ニ
シ
テ
、

天
保
二
年
之
ヲ

廢
シ

暫
ク

空
舘
ト
ナ
リ
シ
ガ
、

安
政
元
年
八
月
郷

校
（
世
人
呼
デ
文
武
舘
ト
云
フ
）
ヲ
此
処
ニ

置
キ
、
文
筵
武
場
ヲ
開
キ
、
文
庫
ヲ

建
テ
、
矢
場
、

馬
場
等
ヲ

設
ケ

舘
守
ヲ

置
キ
、

水
藩
ヨ
リ

教
師
ヲ

派
遣
セ
ラ
レ
シ
ガ
、
明
治
元
年
祝
融
ノ

災
ニ

罹
リ
テ

再
築
セ
リ
、

明
治
五
年
學
制
ヲ

發
布
セ
ラ
ル
ル
ヤ
、

本
舘
ヲ

以
テ

小
學
校
舎

ニ

充
用
セ
リ
、

明
治
廿
三
年
再
ビ

祝
融
ノ

災
ニ

罹
リ

文
庫
ヲ

除
ク
ノ

外
總
テ

烏
有
ニ

帰

ス
、
現
時
ノ

校
舎
ハ

舘
趾
ニ
建
築
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」

と
あ
る
。 

「
官
衙
學
校
」
の
項
に
は
、「
大
子
尋
常
高
等

小
學
校
、
字
後
ロ
山
旧
學
館
趾
ニ

ア
リ
、
現
時
八
學
級
ノ

編
成
ナ
リ
、
本
斈
ノ

學
齢
人
員
男
二
百
十
六
人
、
女
二
百
五
人
、

就
學
歩
合
ハ

男
九
十
九
人
（
マ
マ
）
五
分
四
厘
、
女
九
十
九
人
（
マ
マ
）
五
分
一
厘
、

四
十
一
年
度
ノ
教
育
費
一
千
六
百
八
十
圓
八
十
六
銭
ナ
リ
（
コ
ハ
大
子
尋
常
高
等
小
學
校
費

ノ
ミ
ナ
リ
）
」（
傍
線
は
筆
者
）
と
あ
る
。
就
学
歩
合
と
は
就
学
割
合
で
あ
る
か
ら
、

男
女
共
に
、
ほ
ぼ
百
パ
ー
セ
ン
ト
に
近
い
児
童
数
で
あ
り
、
八
学
年
あ
る
学

校
で
一
学
年
に
五
十
人
を
越
え
る
児
童
が
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

さ
ら
に
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
、
大
子
町
が
千
六
百
八
十
円
八

十
六
銭
の
教
育
費
を
こ
の
尋
常
高
等
小
学
校
に
か
け
て
い
た
が
、
「
第
十
二 

物
産
及

土
地
段
別
税
金
額
」
の
項
に
は
、
国
税
五
千
二
百
十
一
円
六
十
八
銭
五

厘
、
県
税
千
六
百
五
十
円
九
十
一
銭
五
厘
、
町
村
税
二
千
五
百
九
十
円
五
十

七
銭
七
厘
と
あ
り
、
大
子
町
の
約
九
千
五
百
円
の
税
収
の
中
で
、
二
割
近
い

額
を
教
育
費
に
当
て
て
い
る
こ
と
も
、
子
供
の
教
育
に
い
か
に
力
を
入
れ
て

い
た
こ
と
の
証
明
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
「
大
子
町
郷
土
誌
」
の
詳
細
は
、

『
大
子
郷
土
史
研
究
』
第
五
号
（
平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
五
日
発
行
）
に
載
せ

て
い
る
の
で
、
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
（
日
立
市
在
住
） 
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大
子
に
お
け
る
内
田
熊
蔵
の
足
跡
（
そ
の
三
） 内

田
正
人 

  

熊
蔵
が
「
久
慈
郡
大
子
尋
常
高
等
小
学
校
」
に
赴
任
し
た
後
、
小
学
校
の

罫
紙
を
用
い
「
大
子
町
郷
土
誌
」
を
書
い
て
い
る
。
彼
は
、
郷
土
史
と
書
い

た
題
名
を
郷
土
誌
と
書
き
替
え
て
い
た
。
始
め
に
地
図
が
三
枚
描
か
れ
て
お

り
、
一
枚
目
は
「
京
都
将
軍
李
世
之
図
」
、
二
枚
目
が
「
保
内
郷
略
図
」
、
三

枚
目
が
、
「
大
子
町
の
中
心
部
の
図
」
で
あ
る
。 

そ
の
目
次
に
は
、
第
一 

位
置
及
境
域
、
第
二 

面
積
・
人
口
、
第
三 

起
源
、

第
四 

沿
革
、
第
五 

神
社
、
第
六 
寺
院
、
第
七 

名
勝
𦾔𦾔
蹟
、
第
八 

大
子
金

山
、
第
九 

久
慈
川
橋
、
第
十 

官
衙
學
校
、
第
十
一 

人
物
傳
、
第
十
二 

物

産
及

土
地
段
別
税
金
額
の
十
二
項
目
が
記
さ
れ
、
末
尾
に
は
、「
明
治
四
十
一

年
五
月
調
」
と
あ
り
、
熊
蔵
赴
任
の
二
年
後
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
彼
が

大
子
町
に
つ
い
て
大
変
興
味
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
内
容
で
あ
る
。 

【
保
内
郷
略
図
】 

             

 

「
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四 

沿
革
」
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は
、「･

･
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註
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郷
ノ
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交
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衝
ニ
當
ル
ヲ
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テ
、
古
来
物
産
ノ
集
散
場
ト
シ
テ
本
縣
北
部
ノ
一

都
邑
タ
リ

、
且
ツ
勧
業
ニ

教
育
ニ

兵
事
ニ
地
方
集
會
ヲ
開
ク
ヤ

必
ズ
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區
ニ

於
テ
ス

、
加

フ
ル
ニ
近
年
保
内
各
村
ノ

生
産
力
益
々
増
加
ス
ル
ヲ

以
テ
、
商
況
日
ヲ
追
ツ
テ

盛
大
ニ

赴

キ
區
有
ノ

財
産
亦
年
ト
共
ニ
増
殖
ス
、

嗚
呼
本
區
ノ

前
途
愈
多
望
ナ
ル
哉
」
と
あ
る
。 

ま
た
、
大
子
尋
常
高
等
小
学
校
の
所
在
地
に
あ
っ
た
「
大
子
文
武
舘
趾
」

に
つ
い
て
、
「
字
後
ロ
山
ニ

在
リ

享
和
二
年
（
或
ハ
文
化
ノ
始
メ
ニ
作
ル
）

水
藩
郡
宰
ノ

舘

ヲ

置
キ
シ

所
ニ
シ
テ
、

天
保
二
年
之
ヲ

廢
シ

暫
ク

空
舘
ト
ナ
リ
シ
ガ
、

安
政
元
年
八
月
郷

校
（
世
人
呼
デ
文
武
舘
ト
云
フ
）
ヲ
此
処
ニ

置
キ
、
文
筵
武
場
ヲ
開
キ
、
文
庫
ヲ

建
テ
、
矢
場
、

馬
場
等
ヲ

設
ケ

舘
守
ヲ

置
キ
、

水
藩
ヨ
リ

教
師
ヲ

派
遣
セ
ラ
レ
シ
ガ
、
明
治
元
年
祝
融
ノ

災
ニ

罹
リ
テ

再
築
セ
リ
、

明
治
五
年
學
制
ヲ

發
布
セ
ラ
ル
ル
ヤ
、

本
舘
ヲ

以
テ

小
學
校
舎

ニ

充
用
セ
リ
、

明
治
廿
三
年
再
ビ

祝
融
ノ

災
ニ

罹
リ

文
庫
ヲ

除
ク
ノ

外
總
テ

烏
有
ニ

帰

ス
、
現
時
ノ

校
舎
ハ

舘
趾
ニ
建
築
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」

と
あ
る
。 

「
官
衙
學
校
」
の
項
に
は
、「
大
子
尋
常
高
等

小
學
校
、
字
後
ロ
山
旧
學
館
趾
ニ

ア
リ
、
現
時
八
學
級
ノ

編
成
ナ
リ
、
本
斈
ノ

學
齢
人
員
男
二
百
十
六
人
、
女
二
百
五
人
、

就
學
歩
合
ハ

男
九
十
九
人
（
マ
マ
）
五
分
四
厘
、
女
九
十
九
人
（
マ
マ
）
五
分
一
厘
、

四
十
一
年
度
ノ
教
育
費
一
千
六
百
八
十
圓
八
十
六
銭
ナ
リ
（
コ
ハ
大
子
尋
常
高
等
小
學
校
費

ノ
ミ
ナ
リ
）
」（
傍
線
は
筆
者
）
と
あ
る
。
就
学
歩
合
と
は
就
学
割
合
で
あ
る
か
ら
、

男
女
共
に
、
ほ
ぼ
百
パ
ー
セ
ン
ト
に
近
い
児
童
数
で
あ
り
、
八
学
年
あ
る
学

校
で
一
学
年
に
五
十
人
を
越
え
る
児
童
が
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

さ
ら
に
、
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
、
大
子
町
が
千
六
百
八
十
円
八

十
六
銭
の
教
育
費
を
こ
の
尋
常
高
等
小
学
校
に
か
け
て
い
た
が
、
「
第
十
二 

物
産
及

土
地
段
別
税
金
額
」
の
項
に
は
、
国
税
五
千
二
百
十
一
円
六
十
八
銭
五

厘
、
県
税
千
六
百
五
十
円
九
十
一
銭
五
厘
、
町
村
税
二
千
五
百
九
十
円
五
十

七
銭
七
厘
と
あ
り
、
大
子
町
の
約
九
千
五
百
円
の
税
収
の
中
で
、
二
割
近
い

額
を
教
育
費
に
当
て
て
い
る
こ
と
も
、
子
供
の
教
育
に
い
か
に
力
を
入
れ
て

い
た
こ
と
の
証
明
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
「
大
子
町
郷
土
誌
」
の
詳
細
は
、

『
大
子
郷
土
史
研
究
』
第
五
号
（
平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
五
日
発
行
）
に
載
せ

て
い
る
の
で
、
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
（
日
立
市
在
住
） 
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あ
の
頃
に
寄
り
添
う
移
住
の
選
択 

比
留
間
れ
み 

 
 

は
じ
め
ま
し
て
、
比
留
間
れ
み
と
申
し
ま
す
。
現
在
、
商
店
街
の
金
町
通

り
で
パ
ン
と
菓
子
の
店
『M

ichiru B
akery

』（
ミ
チ
ル
ベ
ー
カ
リ
ー
）
を
営
ん

で
い
ま
す
。
私
は
、
神
奈
川
県
出
身
で
、
高
校
で
調
理
師
免
許
を
、
短
大
で

栄
養
士
と
栄
養
教
諭
の
免
許
を
取
得
し
ま
し
た
。
社
員
食
堂
や
料
理
教
室
の

講
師
を
経
験
し
、
結
婚
後
に
パ
ン
教
室
に
通
い
始
め
ま
し
た
。
幼
い
頃
か
ら

母
や
祖
母
と
台
所
に
立
つ
機
会
が
多
く
、
で
き
あ
が
っ
た
料
理
を
喜
ん
で
も

ら
え
る
経
験
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
し
た
。 

私
に
と
っ
て
、
大
子
町
は
母
方
の
祖
父
母
が
住
む
町
で
す
。
幼
い
頃
は
家

族
で
長
期
休
み
の
度
に
泊
ま
っ
た
り
、
母
の
入
院
の
際
に
は
一
人
で
祖
父
母

の
家
に
預
け
ら
れ
た
こ
と
も
二
度
あ
り
ま
し
た
。
夏
頃
と
冬
頃
の
記
憶
が
あ

り
、
夏
は
裏
の
畑
で
ト
マ
ト
や
き
ゅ
う
り
を
食
べ
、
家
の
前
を
流
れ
る
川
で

遊
び
、
夜
に
は
祖
父
と
蛍
を
見
に
田
ん
ぼ
ま
で
出
か
け
ま
し
た
。
冬
は
年
末

年
始
の
準
備
で
祖
母
が
忙
し
く
な
り
、
常
に
お
客
様
の
お
も
て
な
し
に
追
わ

れ
る
姿
、
具
沢
山
の
け
ん
ち
ん
汁
の
つ
け
麺
ス
タ
イ
ル
の
年
越
し
そ
ば
を
覚

え
て
い
ま
す
。
夏
で
も
冬
で
も
、
美
味
し
い
温
か
い
お
茶
を
み
ん
な
で
飲
む

の
も
、
祖
父
母
の
家
な
ら
で
は
の
姿
で
し
た
。
い
つ
か
大
子
町
に
住
み
た
い

気
持
ち
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
便
利
な
環
境
で
育
っ
た
私
に
は
大
子
町
移

住
は
思
っ
た
よ
り
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
何
か
ら
手
を
つ
け
る
べ
き
か
分
か
ら

ず
、
そ
の
間
に
結
婚
、
出
産
を
経
験
し
ま
し
た
。 

意
を
決
し
て
行
動
を
始
め
た
の
は
二
〇
一
九
年
の
春
、Instagram

に
ハ

ッ
シ
ュ
タ
グ
を
つ
け
て
投
稿
を
始
め
ま
し
た
。
「
♯
大
子
町
」
「
♯
移
住
」
と

投
稿
す
る
と
、
大
子
町
に
住
ん
で
い
る
人
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

頂
き
、
そ
こ
か
ら
繋
が
り
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
台
風
に
よ
る

災
害
や
コ
ロ
ナ
も
あ
り
、
す
ぐ
に
行
動
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
の
間
に
車
の
免
許
を
取
得
、
車
の
購
入
、
住
ま
い
探
し
を
進
め
、
二
〇
二

一
年
一
月
に
移
住
し
ま
し
た
。
ミ
チ
ル
ベ
ー
カ
リ
ー
は
、
同
年
一
二
月
に
開

店
し
ま
し
た
。Instagram

で
移
住
前
に
繋
が
っ
た
方
々
や
、
移
住
後
に
お

店
を
開
店
し
た
い
私
の
気
持
ち
に
賛
同
し
て
く
だ
さ
っ
た
商
店
街
の
大
工
さ

ん
の
お
力
添
え
が
あ
り
、
実
現
し
た
も
の
で
し
た
。
そ
の
後
、
私
の
両
親
も

移
住
し
、
お
店
を
一
緒
に
支
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ミ
チ
ル
ベ
ー
カ
リ
ー

の
ミ
チ
ル
は
、
よ
く
私
の
名
前
と
思
わ
れ
る
方
が
多
い
の
で
す
が
、
動
詞
の

『
満
ち
る
』
か
ら
来
て
い
ま
す
。
満
た
さ
れ
る
こ
と
で
笑
顔
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
願
い
を
込
め
ま
し
た
。 

移
住
を
検
討
し
て
い
た
時
、
よ
く
大
子
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
を
集

め
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
初
め
て
特
産
品
の
多
さ
を
知
り
、
食
の
道
に
携
わ

っ
て
き
た
私
に
も
特
産
品
を
使
っ
て
町
外
の
人
に
大
子
町
の
良
さ
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ミ
チ
ル
ベ
ー
カ
リ
ー
開

店
後
は
、
イ
ベ
ン
ト
出
店
を
積
極
的
に
行
い
、
町
外
に
特
産
品
を
使
っ
た
商

品
を
お
届
け
し
、
農
家
さ
ん
の
想
い
を
私
が
売
り
手
と
し
て
伝
え
る
こ
と
を

大
事
に
し
て
い
ま
す
。 

大
子
町
に
移
住
し
、
多
く
の
人
と
繋
が
る
こ
と
が
で
き
、
私
の
人
生
は
よ

り
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。
三
人
の
子
供
達
に
は
不
便
を
か
け
て
し
ま
っ
て
い

ま
す
が
、
多
く
の
人
と
の
繋
が
り
や
私
が
日
々
お
店
を
営
む
姿
を
見
て
、
大

人
に
な
っ
た
時
、
何
か
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。
少
し
ず
つ
町
内

で
販
売
す
る
機
会
も
頂

け
る
よ
う
に
な
り
、
よ

り
多
く
の
方
に
満
ち
溢

れ
る
気
持
ち
を
お
届
け

で
き
る
よ
う
模
索
し
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

（
大
子
町
大
子
在
住
） 

 
Michiru Bakery 

所 在 地：大子町大子 618-5 

営 業 日：木・金・土・日曜日 

営業時間：10:00～18:00 
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高
部
宿
と
養
浩
園 

非
営
利
活
動
法
人
美
和
の
森 

石
井
聖
子 

 
  

常
陸
大
宮
市
美
和
地
域
の
高
部
は
、
大
子
町
栃
原
と
接
す
る
山
村
で
す
。

主
要
街
道
の
交
差
す
る
地
に
あ
る
高
部
宿
は
、
木
材
・
葉
煙
草
・
紙
・
楮
等
、

水
戸
藩
領
内
北
西
部
の
特
産
品
の
集
積
地
と
し
て
江
戸
時
代
よ
り
栄
え
、
こ

の
地
域
の
中
心
と
し
て
今
日
ま
で
続
き
、
小
規
模
な
が
ら
、
和
洋
折
衷
の
趣

き
あ
る
町
並
み
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

幕
末
、
高
部
宿
に
は
三
軒
も
の
郷
士
が
軒
を
連
ね
て
お
り
、
い
ず
れ
も
江

戸
の
著
名
な
紙
問
屋
と
取
引
す
る
、
水
戸
藩
公
許
の
紙
問
屋
で
し
た
。
奥
久

慈
地
域
が
楮
の
栽
培
に
適
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
紙
は
藩
の
財
政
の
三
分
の

一
を
支
え
る
重
要
な
特
産
品
と
な
り
ま
し
た
。
水
戸
藩
領
で
産
す
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
当
地
産
の
楮
が
「
那
須
楮
」
と
呼
ば
れ
る
理
由
は
不
明
で
し
た
が
、

利
根
川
東
遷
以
降
、
当
地
の
紙
産
出
量
が
大
幅
に
増
え
て
い
る
こ
と
、
当
地

の
紙
問
屋
の
多
く
が
那
須
烏
山
城
下
に
出
店
を
持
ち
、
江
戸
商
人
と
取
引
を

し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
当
地
産
の
紙
や
楮
の
多
く
が
、
栃
木
県
那
須
地

域
に
陸
送
さ
れ
、
東
遷
に
よ
り
利
根
川
と
直
結
し
た
鬼
怒
川
水
運
を
使
っ
て

江
戸
に
移
送
さ
れ
た
た
め
、
那
須
方
面
か
ら
下
っ
て
く
る
物
品
と
し
て
「
那

須
紙
」
「
那
須
楮
」
と
い
う
流
通
名
が
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

北
へ
の
道
は
、
栃
原
に
隣
接
す
る
最
良
質
の
楮
の
産
地
大
沢
に
つ
な
が
り
、

周
辺
に
多
く
の
紙
漉
き
村
を
持
つ
高
部
は
、
鷲
子
と
と
も
に
栃
木
県
へ
紙
と

楮
を
陸
送
す
る
た
め
の
拠
点
と
し
て
繁
栄
し
、
和
紙
産
業
が
衰
退
す
る
近
代

に
な
っ
て
も
、
森
林
資
源
や
近
世
か
ら
の
蓄
財
を
も
と
に
、
郵
政
・
酒
造
・

運
輸
等
に
進
出
し
て
繁
栄
を
維
持
し
、
現
在
見
る
こ
と
の
で
き
る
独
特
の
町

並
み
を
形
成
し
ま
し
た
。 

養
浩
園
は
、
近
世
後
期
に
紙
問
屋
と
し
て
成
長
し
、
近
代
は
酒
造
業
を
営

ん
だ
岡
山
家
の
庭
園
で
、
付
属
す
る
喜
雨
亭
と
と
も
に
、
明
治
時
代
初
期
か

ら
整
備
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
園
地
の
南
を
流
れ
る
緒
川
に
、
北
か
ら

の
和
田
川
が
合
流
す
る
地
点
を
南
東
の
角
と
し
た
約
三
〇
〇
〇
㎡
に
池
と
遣

り
水
を
配
し
て
お
り
、
樹
齢
百
年
を
超
え
る
針
葉
樹
、
ツ
ツ
ジ
や
カ
エ
デ
等

の
落
葉
樹
、
そ
し
て
苔
が
、
深
山
の
よ
う
な
清
閑
さ
を
た
た
え
て
い
ま
す
。 

当
時
の
岡
山
家
の
当
主
は
、
養
浩
園
と
喜
雨
亭
を
、
水
戸
の
偕
楽
園
と
好

文
亭
に
模
し
て
整
備
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
三
階
建
て
の
喜
雨
亭
の
一
・
二
階

部
分
は
庭
を
賞
で
る
よ
う
開
放
的
に
造
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
国
登

録
の
記
念
物
と
有
形
文
化
財
に
な
っ
て
お
り
、
養
浩
園
は
冬
季
を
除
く
毎
月

第
三
土
曜
日
、
喜
雨
亭
は
四
月
の
シ
ロ
ヤ
シ
オ
ツ
ツ
ジ
開
花
期
と
十
一
月
の

紅
葉
期
の
土
・
日
曜
各
二
日
間
、
一
般
に
特
別
公
開
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
貴
重
な
文
化
財
は
、
高
部
地
区
や
美
和
地
域
だ
け
で
な
く
、
大

子
町
域
も
含
む
広
域
の
人
々
の
営
み
が
あ
っ
て
こ
そ
生
み
出
さ
れ
た
と
言
う

こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。
支
え
あ
っ
て
同
じ
文
化
圏
を
作
っ
て
き
た
私
た
ち

は
、
自
治
体
の
垣
根
を
越
え
て
、
様
々
な
分
野
で
積
極
的
に
協
力
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。 

（
常
陸
大
宮
市
在
住
） 

 
喜雨亭 

 
紅葉の養浩園 
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新
発
見
！
益
子
彦
五
郎
関
係
史
料 

  

こ
の
ほ
ど
、
と
あ
る
古
書
店
で
販
売
さ
れ
て
い
た
古
文
書
に
目
が
留
ま
り
、

こ
れ
を
購
入
し
た
。
内
容
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
古
文
書
に
残
る
筆
跡
が
益

子
彦
五
郎
の
筆
跡
に
似
て
お
り
、
な
お
か
つ
益
子
発
信
文
書
の
控
え
が
多
数

綴
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
古
文
書
は
、
益
子
彦
五
郎
関
係
史

料
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。 

 

益
子
彦
五
郎
（
一
八
五
〇
～
一
九
二
七
）
は
、
明
治
後
期
か
ら
大
正
期
に
大
子

町
長
を
約
二
十
六
年
に
わ
た
り
務
め
、
数
多
く
の
事
績
を
残
し
た
人
物
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
益
子
は
、「
最
近
大
子
記
事
幷
ニ
余
町
長
ノ
事
績
」

を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
記
録
を
遺
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
益
子

が
遺
し
た
記
録
は
、
大
子
町
史
編
さ
ん
時
に
活
用
さ
れ
、
一
部
は
写
し
が
と

ら
れ
た
。
現
在
、
写
し
は
大
子
町
教
育
委
員
会
が
保
管
し
て
い
る
が
、
原
本

は
所
在
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
ほ
ど
入
手
し
た
益
子
彦
五
郎
関
係
史
料
は
、
文
書
綴
り
一
点
と
冊
子

二
点
の
計
三
点
で
あ
る
。 

 

文
書
綴
り
は
、
水
郡
線
誘
致
運
動
に
関
す
る
文
書
が
こ
よ
り
で
綴
じ
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
分
量
は
、
頁
数
に
し
て
八
十
二
頁
で
あ
る
。
文
書
の
日
付

は
、
最
も
古
い
も
の
が
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
五
月
一
日
付
け
、
最
も
新
し

い
も
の
が
同
十
一
年
二
月
十
三
日
付
け
で
あ
る
。
文
書
の
大
半
は
、
大
子
町

役
場
十
一
行
罫
紙
に
書
か
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
主
と
し
て
益
子
（
大
子
町
長
）

が
誘
致
運
動
に
関
連
し
て
発
出
し
た
通
知
及
び
請
願
書
の
控
え
で
あ
る
。
ま

た
、
誘
致
運
動
の
経
過
を
日
記
の
よ
う
に
記
述
し
た
文
書
も
所
々
に
見
ら
れ

る
。
表
題
と
思
し
き
記
載
は
見
ら
れ
な
い
が
、
一
頁
目
の
右
上
に
「
三
号
」

と
い
う
記
載
が
見
ら
れ
る
。
益
子
が
遺
し
た
記
録
の
う
ち
、
主
と
し
て
町
長

在
職
中
の
事
績
を
記
録
し
た
「
最
近
大
子
記
事
幷
ニ
余
町
長
ノ
事
績
」
は
「
第

一
号
」
、
大
子
農
学
校
の
県
立
移
管
の
経
過
を
記
録
し
た
「
農
学
校
県
立
移
管

雑
記
」
は
「
最
近
大
子
記
事
第
二
号
」
と
い
う
号
数
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
本

史
料
は
、

こ
れ
ら
二

点
に
続
く

三
点
目
と

し
て
益
子

が
作
成
し

た
も
の
と

考
え
ら
れ

る
。
管
見

の
限
り
、

新
発
見
の

史
料
で
あ
る
。
数
少
な
い
誘
致
運
動
に
関
す
る
一
次
史
料
で
あ
り
、
誘
致
運

動
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。 

 

一
点
目
の
冊
子
は
、
表
紙
に
「
大
子
袋
田
間
久
慈
川
架
橋
計
画 

益
子
町
長
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
分
量
は
、
表
紙
及
び
裏
表
紙
を
除
き
、
四
十
四
頁
で
あ

る
。
裏
表
紙
に
「
引
継
書
」
と
題
さ
れ
た
文
書
が
こ
よ
り
で
綴
じ
込
ま
れ
て

い
る
。
本
文
は
、
大
子
町
役
場
十
二
行
罫
紙
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、

久
慈
川
橋
（
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
架
橋
）
の
架
橋
に
至
る
ま
で
の
経
過
、

架
橋
に
係
る
寄
付
金
額
及
び
寄
付
者
氏
名
な
ど
で
あ
る
。
本
史
料
は
、
写
し

が
大
子
町
教
育
委
員
会
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。 

 

二
点
目
の
冊
子
は
、
表
紙
に
「
岡
本
葛
久
保
間
潜
橋
架
設
寄
付
台
帳
」
と

書
か
れ
て
い
る
。
分
量
は
、
表
紙
及
び
裏
表
紙
を
除
き
、
四
十
六
頁
で
あ
る
。

各
頁
に
寄
付
者
氏
名
と
寄
付
金
額
が
記
載
さ
れ
、
末
尾
に
「
寄
付
金
計
七
百

九
拾
四
円
参
拾
銭
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
日
付
は
、
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

岡
本
葛
久
保
間
潜
橋
は
、
現
在
の
長
岡
橋
に
相
当
す
る
橋
と
思
わ
れ
る
。
管

見
の
限
り
、
新
発
見
の
史
料
で
あ
る
。 

 

本
稿
で
は
、
史
料
三
点
の
概
要
を
紹
介
す
る
に
留
ま
る
が
、
今
後
は
、
史

料
を
読
解
し
、
そ
の
成
果
を
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
い
。 

 

（
大
金
祐
介
） 

 
水郡線誘致運動関係文書綴り 

【
保
内
衆
の
戦
国
時
代(

４)

】 

保
内
衆
を
統
括
し
た
佐
竹
南
家 

 

戦
国
時
代
に
入
る
頃
、
現
大
子
町
域
に
あ
た
る
依
上
保
は
白
川
氏
の
所
領

で
し
た
。
し
か
し
、
永
正
七
年
（
一
五
一
〇
）
に
佐
竹
氏
が
進
出
し
、
そ
の
後

内
紛
に
よ
る
勢
力
交
代
を
経
つ
つ
も
、
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
に
は
佐
竹
氏

が
依
上
保
（
保
内
）
を
掌
中
に
収
め
ま
す
。
今
回
は
、
佐
竹
氏
掌
握
後
の
保
内

地
域
の
武
士
（
保
内
衆
）
を
統
括
し
た
佐
竹
南
家
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

保
内
が
佐
竹
氏
の
支
配
下
に
入
っ
た
頃
の
佐
竹
氏
当
主
は
、
義
篤
で
し
た
。

義
篤
は
弱
冠
十
二
歳
で
当
主
と
な
っ
た
た
め
、
家
中
が
ま
と
ま
ら
ず
、
そ
の

統
制
に
苦
し
み
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
自
身
の
弟
を
分
家
さ
せ
、
久
慈
川
流
域

地
域
を
統
括
さ
せ
ま
し
た
。
現
在
の
常
陸
大
宮
市
中
心
部
を
担
当
し
た
の
が

部
垂
義
元
、
保
内
地
域
を
担
当
し
た
の
が
南
義
里
（
よ
し
さ
と
、
初
め
は
義
隣
）

で
し
た
。
義
里
は
、
佐
竹
の
本
拠
・
太
田
城
下
の
南
部
に
屋
敷
を
構
え
た
こ

と
か
ら
、
南
家
を
称
し
、
同
じ
く
佐
竹
氏
一
族
の
東
家
・
北
家
と
と
も
に
、

佐
竹
氏
の
外
交
・
政
治
・
統
治
を
支
え
ま
し
た
。 

 

義
里
の
兄
部
垂
義
元
は
、
佐
竹
氏
へ
反
乱
を
起
こ
し
、
天
文
九
年
（
一
五
四

〇
）
に
討
死
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
義
里
は
終
生
佐
竹
氏
当
主
を
支
え
ま
す
。

佐
竹
義
篤
は
保
内
を
掌
握
後
、
北
は
白
川
領
、
西
は
那
須
領
へ
進
出
し
て
い

き
ま
す
が
、
対
白
川
氏
・
那
須
氏
の
外
交
を
支
え
た
の
が
南
義
里
で
し
た
。

白
川
氏
に
対
し
て
は
、
①
天
文
八
年
か
ら
九
年
頃
に
現
棚
倉
町
の
八
槻
都
々

古
別
神
社
に
通
行
許
可
を
依
頼
、
②
天
文
十
年
の
佐
竹
氏
と
白
川
氏
と
の
和

議
締
結
の
た
め
の
外
交
、
③
天
文
二
十
二
年
頃
に
新
し
く
佐
竹
氏
領
と
な
っ

た
南
郷
地
域
下
郷
（
現
矢
祭
町
・
塙
町
）
の
惣
検
地
の
実
施
、
那
須
氏
に
対
し

て
は
①
那
須
氏
前
当
主
政
資
の
葬
儀
の
際
の
香
典
の
送
付
、
②
那
須
氏
の
内

紛
へ
の
介
入
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
佐
竹
方
武
士
に
対
す
る
軍
事
行
動
の
指

示
を
行
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
政
治
・
外
交
方
面
で
幅
広
い
活
躍
を
見
せ
た
南
義
里
で
し

た
が
、
佐
竹
一
族
か
ら
分
家
し
て
南
家
を
創
出
し
た
た
め
、
譜
代
の
家
臣
は

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
義
里
家
臣
と
し
て
付
け
ら
れ
た
の
が
、
石
井

氏
・
根
本
氏
・
荒
巻
（
蒔
）
氏
な
ど
の
保
内
に
拠
点
を
置
く
武
士
た
ち
で
し
た
。

と
り
わ
け
、
黒
沢
城
主
と
な
っ
た
荒
巻
氏
は
、
南
家
の
重
臣
と
な
り
、
そ
の

外
交
・
統
治
を
支
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

南
家
初
代
の
義
里
は
跡
を
継
ぐ
子
供
が
無
く
、
佐
竹
氏
当
主
義
昭
（
義
里
の

甥
）
の
子
義
尚
が
養
子
と
な
り
、
幼
年
の
ま
ま
二
代
目
を
継
ぎ
ま
し
た
。
し
か

し
、
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
に
わ
ず
か
二
十
二
歳
の
若
さ
で
病
死
し
ま
す
。

そ
の
後
、
義
尚
の
子
・
義
種
が
ま
だ
幼
い
年
齢
で
、
三
代
目
と
し
て
家
を
継

承
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
南
家
は
幼
年
の
当
主
が
続
き
、
次
第
に
佐
竹
家
中

で
の
影
響
力
を
失
っ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、
元
亀
四
年
八
月
七
日
に
、
下

野
宮
近
津
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
鐘
の
銘
文
に
は
、
大
檀
那
と
し
て
佐
竹
氏
当

主
義
重
と
と
も
に
「
南
鶴
寿
丸
（
義
種
の
幼
名
）
」
の
名
前
が
見
え
、
地
域
社
会

か
ら
は
当
主
が
幼
年
な
が
ら
も
南
家
が
保
内
地
域
の
担
当
者
で
あ
る
と
の
認

識
を
も
た
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
同
じ
銘
文
の
中
に
は
「
根
本
内
蔵
助
」
や

「
荒
蒔
駿
河
守
為
秀
」
等
保
内
在
住
の
南
家
家
臣
が
名
を
連
ね
て
お
り
、
保

内
衆
が
支
え
る
形
で
、
南
家
に
よ
る
保
内
の
統
治
が
続
け
ら
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。
そ
れ
で
も
南
家
の
影
響
力
低
下
は
止
ま
ら
ず
、
戦
国
時
代
後
半
に
な

る
と
、
佐
竹
氏
の
保
内
地
域
担
当
は
、
南
家
当
主
義
種
か
ら
東
家
当
主
義
久

へ
と
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

こ
う
し
た
変
遷
を
た
ど
っ
た
南
家
も
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
の
佐
竹
氏

の
国
替
に
伴
い
、
秋
田
へ
と
移
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
時
、
荒
巻
氏
ら
南
家

家
臣
も
、
当
主
義
種
と
行
動
を
と
も
に
し
ま
し
た
。
秋
田
移
封
後
の
義
種
に

与
え
ら
れ
た
所
領
は
、
秋
田
南
部
に
あ
る
湯
沢
で
し
た
。
義
種
に
よ
っ
て
湯

沢
城
を
中
心
に
城
下
が
整
備
さ
れ
、
そ
こ
に
南
家
家
臣
の
武
家
屋
敷
が
並
び

ま
し
た
。
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
に
描
か
れ
た
「
湯
沢
絵
図
」（
秋
田
県
公

文
書
館
所
蔵
）
を
見
る
と
、
湯
沢
城
下
に
は
荒
巻
・
石
井
・
生
田
目
・
御
代
な

ど
、
保
内
由
来
の
名
字
が
見
ら
れ
ま
す
。
南
家
家
臣
と
な
っ
た
保
内
衆
の
子

孫
は
、
秋
田
湯
沢
に
そ
の
血
脈
を
つ
な
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
藤
井
達
也
） 
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【
保
内
衆
の
戦
国
時
代(

４)

】 

保
内
衆
を
統
括
し
た
佐
竹
南
家 
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入
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、
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懐
か
し
き
昭
和
の
大
子
（
五
） 

 

 

○
奥
久
慈
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
（
昭
和
四
十
二
年
頃
） 

 

奥
久
慈
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
は
、
老
舗
旅
館
三
美
亭
の
系
列
ホ
テ
ル
と
し
て
、

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
、
久
慈
川
と
押
川
の
合
流
点
に
隣
接
す
る
場
所

に
開
業
し
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三
階
建
て
で
、
二
十
二
の
客
室
、

百
十
畳
の
大
広
間
、
大
浴
場
な
ど
を
備
え
て
い
た
。
昭
和
五
十
一
年
に
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
七
階
建
て
の
新
館
が
増
築
さ
れ
た
。
新
館
は
、
大
子

町
最
大
の
高
層
建
築
物
で
あ
り
、
久
慈
川
と
押
川
の
合
流
点
と
い
う
立
地
と

相
ま
っ
て
町
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇

〇
）
に
、
不
況
に
よ
る
経
営
難
と
後
継
者
の
不
在
に
よ
り
廃
業
し
た
。
跡
地
は

競
売
に
か
け
ら
れ
る
も
買
い
手
が
な
く
、
建
物
は
放
置
さ
れ
、
平
成
十
六
年

に
は
ボ
ヤ
騒
ぎ
が
発
生
し
た
。
大
子
町
は
、
景
観
の
悪
化
を
憂
慮
し
、
平
成

十
七
年
に
跡
地
を
購
入
し
、
そ
の
後
、
建
物
を
取
り
壊
し
て
湯
の
里
公
園
を

整
備
し
た
。 
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大
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大
子
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大
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研
究
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） 

小
松
崎 

研
（
大
子
町
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資
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調
査
研
究
員
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一
（
大
子
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教
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委
員
会
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局
） 

 
 

 
 

大
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大
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子
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字
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六
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番
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（
７
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）
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１
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発
行
日 
二
〇
二
五
年
（
令
和
七
）
六
月
一
日 

 

大
子
町
歴
史
資
料
調
査
研
究
会
で
は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
期
の
写
真
や
絵
葉
書

を
探
し
て
お
り
ま
す
。
お
見
せ
い
た
だ
け
る
方
は
、
大
子
町
教
育
委
員
会
事
務
局
生

涯
学
習
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 


